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日本建築学会によるレコード・サーヴェイを分析する
アーカイブズ学の観点から












































































事業内容  （1） 全国的な近現代建築資料の所在情報調査を企画する。
  （2） 各地域（北海道、東北、関東、北陸、東海、近畿、中国、四国、九州・沖縄）において情報交換会（シンポジウム等）を開催する。
  （3）  各地域の大学、建築関係諸団体等との連携を図り、近現代建築資料（図面や模型等）の現況の概要把握を行い、概要リスト（属性、種別、量な
ど）を作成する。
  （4） 近現代建築資料の我が国特有の属性・種別を包括的に把握する。
  （5） 上記（4）の資料属性の包括把握に基づく所在情報管理方法を提案する。
事業実施者 一般社団法人日本建築学会
       公開  非公開   未調査 合計
1 .設計事務所 45 18 18 81
2 .研究教育機関 140 25 58 223
3 .博物館・資料館 149 24 75 248
4 .図書館・文書館 60 5 18 83
5 .行政・公的機関 149 25 63 237
6 .企業・団体 87 27 95 209
7 .個人 38 4 9 51
8 .無記名 18 0 0 18

























































































































































サンダー建築アーカイブ（Alexander Architectural Archive, the 













































































1 . 個人文書 略歴、日記、書簡、学生時代の作品、旅行記録、写真、家族文書、徴兵関係、スケッチブック、スケジュール帳、著作物
2 . 専門文書 書簡、著作物、プレゼンテーション、専門団体および委員会、アワード、調査ノート、資料ファイル、コンサルタント、審査、教員文書、写真、特許
3 . 教員文書 管理、教材、調査ノート、資料ファイル、学生の作品、学内委員会
4 . 会社記録 管理、書簡、財務、広報、写真、プレゼンテーション、スクラップ・ブック、予定帳、クリップブック、製品カタログ、模型、顧客
5 . プロジェクト記録 プロジェクト一覧、ファイル、写真、図面、仕様書、報告書、模型、報告書



























































































12─ Kelcy Shepherd and Waverly Lowell, Standard Series for 
Architecture and Landscape Design Records: A Tool for the Arrangement 
and Description of Archival Collections, Environmental Design 











たArchitectural Records in the San Francisco Bay Area: A Guide to 
Research (Garland, 1988)や王立英国建築家協会のArchitecture in 
Manuscript, 1601 -1996 : Guide to the British Architectural Library 
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19─ A Glossary of Archival and Records Terminology, Society of 

















































 （1）  未調査地域および必要な事例に対する追加調査と近現代建築資料
概要リストの充実
 （2）  我が国における近現代建築資料の特徴に関する分析・研究と保存に
向けた提案
 （3）  近現代建築資料の保管や調査を行っている機関との連携体制構築の
推進
 （4）  近現代建築資料の劣化、散逸、海外への流出などを防ぐための手法
の企画・実施
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